
県内学びと体験提供
地域の歴史や文イヒ財群を総合的に整備、活用し、広く発

信して地域振興につなげる文化庁認定の県内四つの「日本

遺産」を生かそうと、広域連携が進んでいる。今年度は、

諏訪地方6市町村を含む長野、山梨両県の縄文文化を伝え

る日本遺産を起点に日本の農村文化発展の軌跡をたどる旅

行商品をつくり、誘客を図る。受け入れ年制を整え、旅行

会社の視点を取り入れながら造成する。　　（野村知秀）
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